
昭和40年11月一12月 学

ィク

第72・73号 （昭和 40年11月一12月）

目 次

関

学

係 法 令

内 規 則

富山大学事務分掌内規の一部改正・H・H・－

富山大学職員ホール運営内規の制定・．．．．．．．．．．・…

会 議
事 移 動

民；
内 諸 報

学長選挙

学生部長改選

教育学部附属学校長改選……－

学：内職員レクリエーシヨン・

fl 消 息
要 日 誌

諸

人

褒

学

職

主

（官報掲）
紋月日／

一般臓の］段えの給与に関する法fitのー却を

改正する法作 12.27 

省 令
〔大hY-街〕

67 1長入徴収官y，.訪混在等の一部を改正すを省

法 律
147 

ノ、
lJ 12.1 5 

規 貯j
〔人事院〕

11-4 職員の身分保障の一部を改正する規則

職員の保健及び安全保持の一部を改正す

1 1.25 

10-4 

16- 0 

る規則

職員の災害補償の一部を改正する規則

俸給等の支給の一部を改正する規則

初任給， 昇給， 昇格等の基準の一部を改

正する規則

暫定手当の一部を改正する規則

12.27 

12. 

9-7 

9-8 

9-22 

報 第72・73号

9-24 

9-40 

通勤手当の一部を改正する規則

期末手当及び勤勉手当の一部を改正す

る規則

最高号俸等を受ける職員の俸給の切替え

に関する規則

現行の法律命令及び規則の廃止の一部を

改正する規則 。

。

9 46 

’J 

1- 4 

官庁報告
文部省

告 示

学位授与

日本学術会議第7期会員選挙による当選

人の氏名告示

12. 13 

12. 8 

A孟ん
すー 規 則内

咽’・

nべu

nペU
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富山大学事務分掌内規の一部を改正する内規を次のよう

に制定する。

昭和40年12月！日
4 

4 

4 富山大学長 横凹嘉右衛門

富山大学事務分掌内規の一部を改正する内規

富山大学事務分掌内規（I昭和3 9年2 月10日制定）の一部

を次のように改正する。

第3条工営｛系の項中第5弓を次のように改める。

(5）土地， 建物及び工作物の維持保全に関するとと。

同条設備係の項中第5号及び館6号を次のように改め，

同項 lζ次の1 号（第 7号）を加える。

(5) 電気， ガス， 水道， 電話及び暖房設備等のMf:J!j＇保全

lζ閲すること。

電気， ガ、ス及ひ、l底日設Mii等の安全管浬lと閲すると

と。

ボイラーの運転管f.t!.IC関する乙と。

附 員lj
ζの内規（改正）は， 昭和40年12月！日から施行する。
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(6) 

(7) 

富山大学職員ホール運営内規の制定
富山大学職員ホーノレ運営内規を次のようにf!iij定ずる。

昭和J40年12月27日

。

富山大学長 横田諒・右衛門
富山大学職員ホール運営内規

富山大学職員ホール運営内規（昭和36年8月8日制定）

の全部を改正する。

（目的）

第1条 富山大学職員ホール（以下「職員ホ ール」
。
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第72・73号

う。）は， 富山大学 （以下「 本学」という。）の職員の
研修， 福利厚生に関する集会及び 学術研究並びに外来者

及び 本学職 員の公務のための宿泊に利用させる乙とを主

な目的とする。

（使用区分 〉

第2条 職員ホーノレは， 利用目的に応じ宿泊室， 集会室及

び食堂兼娯楽室に分ける。

2 宿泊室は， A室及びB 室とする。ただし，庶務課長が

特に必要と認めたときは，C 室もζれにあてることがで

きる。

3 集会室はC室及びD室とし，主として 本学職 員の集会

のために利用させる。

（休館日及び門限）

第3条 職 員ホーJレは， 原則として日曜臼， 祝日及び年末

年始等の休日には休館する。ただし， 公務外来者の宿泊

については，この限りでない。

2 職員ホールの門限は， 午後10時とする。

（管理人〉

第 4条 職 員ホーlレに ， 管理人1 名を置 く 。

2 管理人は，庶務課長の命を受け，所属物 品の監守， 利
用者に対する接遇， その他の事務lζ従事する も の とす
る。

塁登空豆 課長補佐 係 長 係 l

別紙第1号様式

富山大学職 員ホーノレ利用申込書

昭和 年 月 日

富山大学庶務課長 殿

職
使用責

氏
任者名 ＠ 

下記のとおり職 員ホールを利用したいので許可

闘います。

利用を許可された ときは利用心得を遵守いたし

ます。

記
1. 使用目的

2. 使用者 （人員） 他 名

3. 使用期間

昭和 年 月 日 （ 隠） 時から

昭和 年 月 日 （ 日程） 時まで

4. 使用室

5. そ の他

学

（ 利用手続）

第5条 職員ホールを利用しようとするときは，利用責 任

者が別紙第i号様式の利用申込書を庶務課長宛提出し，

あらかじめその許可を受けなければならない。

2 前項の利用申込書は， 利用自の2週間前から庶務課職

員係で受付ける。

3 学外者が利用を申請すると きは， その利用責任者は 本

学常勤の職 員をもってあてるものとする。

4 庶務課長は， 前各項の利用申込について， 支障がない

と認めたときは， 別紙第 2号様式の利用許可書を交付す

る。

（利用者の遵守事項等）

第6条 職 員ホールの利用者は， 別lと定める利用者心得を

守らなければならない。

2 職員ホーJレの利用を許可された者で， 特に経費を要し

た者は， その実費額を負担しなければならない。

3 職 員ホーノレの利用者が， 故意又は過失による施設及び

物品を損傷したときは， その弁償をしなけれ ば な ら な

附 則
こ の内規は， 昭和41年 i 月 1 日 から施行す る 。

別紙第2号様式

富山大学職 員ホール利用許可書

昭和 年 月 日

殿
富山大学庶務課長 ＠ 

月 日付申込の職員ホールの使用に

ついては下記のとおり許可します。

ffc 

1. 利用白的

2. 利用者 （人員〉 イ也 名

3. 利用期間

昭和 A井r戸 月 日（ 曜〉 時から

昭和 年 月 日 （ 曜〉 時まで

4 . そ の 他 利用者心得を遵守する 乙と
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昭和41年11-12月

諸

転 部 ， 転科について

高岡第1 教員養成所lζ係 る 教員養成 機関指定申請につ
いて

5. 

6. 議

報
£』
τz:;; 

(11月19日）第2回
（議題）

次期学長候補者について

協議会

第11図
（議題）

入学試験問題整理委員について

41 年度入学者選抜学力検査問題作成委員に ついて

(12月20日）評議会

第10図 評議会
（議題）

1 昭和明富吋粒j;_版肌吋蜘つい 1 1.

て

昭和 41 年度入学者選抜におけ る調査書 の 取扱いについ

( 11月19日）

2. 昭和41年度富山大 学専攻科学生募集要項に ついて

卒業認定について

て

2. 

3 .  

4 . 

露h異事人

発令庁，τムヲ谷内1fi)] 異名氏

文 部 省40. 9. 15 学生部 長lと併任す る （任期は42.9.14まで ）実国益
// 40. 12.20 任用を更新す る嘉右衛門横田
。。経営短期大学部学長に 併任す る嘉右衛門1��111 
ィ？40. 10. 18 施設課長事務代理 を命ずるιトドム叫m叫

,,, 40. 11. 22 附属図書館事務長事務代理を命ずる甜C文凹有
,,, 

イア

Jlf // 

富山大学40. 12 . 1 施設課lζ配置換す る治山1高
// イケ事務員lζ配置換す る菩桶

現 官 職｜
教 授｜
富山 大 学 長 ｜

事 務 局 文国有長

。

。

40. 11. 1 

40. 11. 13 

40. 12. 16 

附属 中学校長事務代理を免ずる作

fl:: 

栄

益
いμuf

H
 

Ji I 

弁
佐々木

姥
花

教 捜
（ 教育学部 ）薮一一一一一喪（経済学部）

教 授
（ 教育学部）

次勝林＃ 

Jえ術
（厚生課）

事務 柿佐lit
（会計課 ）

技能 補佐 員
（施設課）

t立

。グ技能員に 配置換する土口忠｜崎山

褒
公益 のため私財を寄付した の で ， 昭和40年12月！日， 褒

状を賜わった者は，次のとおりであ る。

久光兄弟株式会社 昭和39年 2 月富山大 学薬学部設備費

と して金50万円を寄付したととにつき褒

章条例により 乙れ を表彰せられた。

共栄製薬株式会社 昭和39年5月富山大学薬学部設備費
として金30万円を寄付した（以下前同文）

第一薬品株式会社 昭和3 9年5月富山大学薬学部設備費

と して金15万円を寄付 した（以下前同文〉

大 和薬品工業株式会社 昭和39年5月富山大学薬学部設
備費と して金12 万円を寄付した （以下前

同文）

アルフ。ス薬品工業株式会社 昭和39年6 月富山大学薬学

部設備費として金54万円を寄付し た（以

下前同文）

〔紺綬褒章〕
公益 のため私財を寄付したの で， 昭和初年12月1日，紺

綬褒章を賜わった者は， 次のとおりであ る。

前 回 実 昭和39年5月富山大学薬 学 部 研究費等

として金 20万円を寄付したことにつき褒

章条例に より紺綬褒章を賜わってこれ を

表彰せられた。

和一郎 昭和39年5月富山大学 教育学部 附属小

学校へ犬像を寄付した （以下前同文）

賞

[40. 12. 7官報）
本学関係分抜粋J

｜ 発令年月日

経済学部長事務代班を免ずる ｜ 
教す学邸臨���首長；�t1ii�（関野）｜扇扇面属 中学校長に 併任す る （��－�TJll

士口 回

状〕
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第72・73号

帝国化成株式会社 昭和39年6 月富山大学薬学部設備費

として金 25万円を寄付した（以下前同文）

全薬工業株式会社 昭和39年 7 月富山大学薬学部 設備費

として金 50万円を寄付した（以下前同文）

日本全薬工業株式会社 昭和39年 7 月富山大学薬学部 設

備費として金 10万円を寄付した （以下前

同文）

学 内 諸 報

学 長 選 挙
横田嘉右衛門現学長が重任

横田学長の任期満了（12月19日）にともない，学長選考

基準にしたがって11月19日選挙が行なわれた。

同 基準 に基づき各学部 4 名計20名からなる学長候補適任

者選定委員会を構成 ． 大島教授を委員長に選び，10月22日
本部会議室 で委員会が聞かれた。次い で11月 1 日本部会議

室 で委員会が聞かれ次の5 氏を学長候 補適任者 に 選定 し

fこ。

都 崎 雅之助（日本工業教育協会会長）

豊 崎 稔 （立命館大学経営学部教授 ）
南 日 実（元富山大学 工学部長）

原 随 園（龍谷，大谷両大学講師）

横田 嘉右衛門 （現富山大学長）

選挙は，11月19日午前10時から11時 までの聞に学生会館

大ホールで長元 教授を委員長とする5 名の選挙管理委員管

理のもとに行なわれ，その結果横田嘉右衛門 氏が最高得票

者になったが，得票数が過半数lζ達しなかった の で引き続

いて次点者の豊崎稔 氏との聞 で決選投票を行ない，有効投
票数 179 のうち100票を得て横田 氏が 学長候補者に選ばれ

た。 乙れに対し横田氏が受諾を与えられ，第 4 代自学長重

任による次期学長の就任が確定した。

学生部長 改選
佐々木龍作学生部長の任期満了（ 9 月14日〉にともない，

9 月10日 開催の評議会において，かねて補導協議会が次期

学生部長候補者として推せんした佐々木龍作（教 ），館！軒、

道 （文）， 養問実（工）の3 候補 について選考したが，そ

の結果養回教授が次期学生部長lと選ばれた。

養田新学生部長はことし49才， 東京都出身で昭和 18年東

京帝国大学を卒業後高悶工専教授を経て26年・工 学 部に 助教

授と して迎えられ， 2 9年教授に 昇任。33年「キユポラ（燐

解炉） Iζ閲する研究」で工学博士の学位取従， 後， 補導協

議会委員， 特別教職課程委員会委員， 評議員を勤めた。
乙の間36年 にはウィーンで聞かれた国際鋳物会議に日本

代表として出席， オーストリア， 西ドイツ，イタリア， 連

合王国およびアメリカlζ3カ月にわたる海外出張をした。

学

また38年日 ；本鋳物協会功績賞を受賞，40年 には富山新聞文

化賞 の 学術賞を受けた。

教育学部附属学校長改選

教育学部附属小学校長 （附属幼稚園長兼務）沢泉重夫，

同附属中学校長高森乙松の両 教授は，12月15日で任期満了

のため，11月10日教育 学部教授会において，次のとおり次

期附属学校 （国）長候補者を選定した。

臨擁護 教授 佐々木 龍 作

附属中学校長 教授 林 勝 次

学内職員レクリヱーシヨン

部局対抗テエス大会
と き 11月13日 （土）午後1 時～

ところ テニスコート

競技結果 優勝一薬学部チーム

次勝一本部チーム

部局対抗バレー大会
と き 11月20日 （土）

ところ 新体育館

競技結果 優勝一 教育学部チーム

次勝一本部チーム

3位一工学部チーム

職員文化展
本学職員レクリェーション文化部会主催の職 員文化展

は，昨年 本学創立15周年 を記念して行なわれたが， 本年

もひき つづきその第 2回職 員文化展として，11月24日か

ら29日 まで職員ホーJレを主会場に 開催された。

会場lとは，書道， 写真，華道，手芸の各班から52名の

作品が出品展示される一方，周期間中の24 ・25の両日に

は音楽班によるレコードコンサートを学生会館で，又27

尽 には茶道班による茶会が職員ホール で， それぞれ一般

職 員の多数参加を得て行なわれた。

職 員 消 息

＜改 姓＞
工 学 部 事務員 日比野弓子（旧姓・朝倉）

＜住所変更＞

学 生課

事務官 永森 俊夫
文理学部

講 師 上村 直己
事務官 永森 寿子

// 涌井 芳朗

附属図書館
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報
事務官 秋元 国男

＜住所地名・住居表示変更＞

教育学部

学部長 時川 栄 作

主 要 日 誌

｜本 部｜
1 1月！日 学長候補適任者選定委員会

2 日 富山県産業教育審議会（県建設会館）

4 日 学部長懇談会

グ 体育部会・体育部長会合同委員会

5日 入学試験管理委員会

。 国立大学協会運営協議会懇談会
6 日 補導協議会

グ 本学職員R手芸講習会

8 日 本学職員R排球守門委員会

10日 官庁連絡協議会（電気ビル）

10～12日 東海北陸地区経理部課長会議（岐阜大）

グ 全国厚生補導研究集会（札幌）

11日 学長選考管理委員会

12・13日 日本学術会議中部地方区会議（福井大〉

13日 本学職員Rテニス大会

15～19日 間立大学幹部職員研修講座（国立教育会館）

16～18日 薬学系6 大学事務局長会議（千葉大〉

17・18日 教員養成学部教官研究集会（高知大）

18日 学長選考管問委員会

。 本学職員血液型倒lj定（文理会議室）

。 全国調査 ・統計主管課長会議（東京文化会館）

19日 学長選挙
。 評議会（第10回） 及び協議会（第2 回 〕

。 国大協第 3団事務連絡会

19・20日 国立学校施設調査ブロ ック説明会（神戸大）

20日 本学職員Rバレー大会

24日 本学職員R書道 講習会
。 本部職員健康診断

。 国立大学協会第3 常置委員会・第 4 常置委員会

合同会議

24・25日 本学職員Rステレオレコードコンサー卜

24～ 29日 本学職員R職員文化展

25・26日 国立大学協会第35回総会（東京大）

。 国立学校等福利業務担当官会議（両知大〉

26日 学寮補導委員会

27日 補導協議会

。 本学職員R茶会

27～ 29日 北陸3県大学学生交歓芸術祭（福井大）

昭和40年11月一12月

29日 国立大学協会第 3回事務連絡協議会（東京大）

29・30日 文部省共済組合全国事務担当者打合せ会

＜短期＞（箱根）

1 2月1 ・2 日 文部省共済組合全国事務担当者打合せ会

＜長期＞（箱根）

1～3日 東海・北陸地区国立学校技術職員研修会

（名古屋大）

2 日 富山大学歌発表・学内発表演奏会（学生会館〉

2 ・ 3日 文部省共済組合全国事務担当者打合せ会

＜短期＞（科学博物館）

3日 富山大学歌発表・一般発表演奏会（市公会堂）

4 ・5日 庶務係長会議

7日 学寮補導委員会

。 教員養成大学長及び教員養成学部長会議（虎ノ

円共済会館）

9 日 公務員宿舎委員会

10・11日 文部省共済組合全国事務担当者打合せ会

＜長期＞（科学I事物館）

11日 北陸3大学学生体育競技連盟協議会（金沢大）

16日 40年度高等学校・短期大学・大学連絡協議会

（学生会館）

17日 科学教育研究室修了式

20日 評議会（第11回）

24日 庶務係長会議

｜文理学 部」
11月2 日 平和問題懇談会

12日 講演「黒部峡谷の積雪について」小笠原元教授

1 3日 富山哲学会

17日 教授会

18日 血液型検査

22日 理学科教官会議

12月1 日 文学科懇話会－ ／／或る漂流物語。を中心lζー

（高瀬教授〉

.r 選考委員会

4日 日本物理学会北陸支部例会

ィタ 応用物理学会 北陸支部発会式並びに例会

9 日 選考委員会

15日 人事教授会

16日 高校， 短大， 大学連絡協議会

21日 後期第10週授業終了

22～24日 追再試験

｜教育学部l
11月1 日 会計事務監査

5日 選考委員会

8 日 選考委員会

10日 補導委員会

グ 教授会
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16日 呉山会役員会

17日 学部紀要編集委員会
4ア 附属学校規程検討小委員会

24日 教務， 職業補導合同委員会

12月1 日 学部紀要編集委員会
// 附属学校規程検討小委員会

3 日 教務， 職業補導合同委員会

10日 選考委員会

15日 人事教授会
。
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11月5 日 会計事務監査

11日 第10回教授会

会同回目委備準

学

16日 10大学経済学部 長会議（国立教育 会館〉

18日 学部・短大合同懇談会

12月2 日 教務委員会
。 第11回教授会
。 人事教授会

11日 忘年会（金太郎温泉）

6日 常任 委員会

18日 40周年記念事業委員会

22日 冬期休業

23日 拡大教務委員会
// 第12回教授会
ィ7 人事教授会

回一竺亘ゴ
11月1 日 薬学部創立75周年記念事業実行委員会

9 日 会計部門監査

18日 大学院薬学研究科委員会

12月1 日 日本薬学大会準備委員会編集部会

4 日 。 総務会

報 昭和40年11月一12月

｜附属図書館！
11月22日 事務長事務取扱発令（事務局長）

12月3 日 県図書館協会理事会（県立図書館）

15日 富山大戦協目録索引（昭和37）刊行

25日 時間外開館休止

｜経営短期大学部
11月10日 教官会議

12月7日 教官会議

11日 忘年会（金太郎温泉）

23日 授業終了

10日 文部省薬学視察委員伊東・野上両委員等来学

11日 日本薬学大会準備委員会編集部会

18日 。 会場主任会

23日 教授会， 大学院薬学研究科委員会

25日 日本薬学大会準備委員会編集部会

学

11月17日 教授会， 学部補導委員会

18日 学部会計事務監査

26日 職員血液型測定

12月15日 教授会及び専任教授会
。 学部職業補導委員会

20日 教授会
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